
神戸空港の国際化を契機とした都市の活性化
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六甲アイランド

中突堤クルーズターミナル

中心市街地

神戸空港

三宮
三宮駅

神戸空港駅

新神戸-三宮

10分(タクシー)新幹線
（新神戸駅）

神戸ポートターミナル

神戸-関空30分

三宮-神戸空港18分

ポートアイランド
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神戸空港のロケーション
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バス（神姫バス等）



神戸空港からのアクセス

33



項目 諸元等

開港日 2006年2月16日

設置管理者 神戸市

運用時間 ７時～23時（16時間）

アクセス

三宮から約８ｋｍ
（ポートライナーで約18分)

（空港アクセスバスで約22分）
関空から約24ｋｍ

（ベイ・シャトルで約30分）

滑走路 2500m×1本

2024年冬ダイヤ 直行便11路線・37往復
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神戸空港就航都市ネットワーク



就航都市との連携
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神戸まつり(就航都市プロモーション) 神戸空港周年記念プロモーション＠umie

KOBE旅フェスタ＠沖縄 神戸フェスタ＠札幌
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需要予測 合計:7,020

2030

■ 神戸空港の旅客数（国内線） ■神戸空港の旅客数（国際線） － 利用率（国内線） 利用率
(％)

旅客数
(千人)

- 神戸空港の航空需要は増加傾向

-2017年に旅客数が開港以来初めて300万人を突破

- 2020年以降は新型コロナウイルス感染拡大の影響により旅客数が減少したが、2023年は過去最高の343.5万人

- 将来の航空需要予測では、旅客数が国内線512万人、国際線190万人（計702万人）を見込んでいる

神戸空港の旅客数
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神戸空港の運用拡大（将来）

関西空港

①24時間

②上限なし

③国際線、国内線

神戸空港

①7:00～23:00

②国内線80回

③国内線のみ

①運用時間

②発着枠
（１日あたり最大）

③就航路線

神戸空港 (2025年）

①7:00～23:00

②国内線120 回

③国内線＋国際チャーター便

第12回関西３空港懇談会 合意内容（2022年（令和４年）９月18日）

関西3空港の運用状況 伊丹空港

①7:00～21:00

②370回

③国内線

神戸空港 （2030年前後）

①7:00～23:00

② 160回
（国内線120回+国際線40回）

③国内線、国際線
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神戸空港の今後の需要予測
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2030年度
【参考】

令和元年度実績

総年間旅客数 702万人 323万人

国内線 512万人 323万人

国際線 190万人 －

発着回数/日 160回/日 80回/日

国内線 120回/日 80回/日

国際線 40回/日 －

国際線 想定方面 年間旅客数 発着回数/日

東アジア 150万人 30回

東南アジア 40万人 10回

合 計 190万人 40回



国際化に向けた神戸空港の機能強化
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消防
庁舎

電源
局舎

管制塔

既存ターミナル

駐車場

新ターミナル
建設地

ポートライナー神戸空港駅

エプロン拡張



新ターミナルビル

展望デッキ 10

新ターミナル（外観・展望デッキ）

神戸の空の新たな玄関口

-海に浮かび、

森を感じる-

新ターミナルの施設概要
延床面積：約18,700㎡
建物階数：地上2階



出発・到着ロビー 11

新ターミナル（出発・到着ロビー）

出発・到着ロビー

緑と木につつまれた温かい空間
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新ターミナル平面計画（１F）
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新ターミナル平面計画（２F）
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新ターミナル 工事現況（2024年10月時点）

全景

工事状況（北西より撮影）

2階北東 外壁サイン 点灯状況
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その他の神戸市の取組み



神戸市のエリア特性

161616
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神戸港将来構想（2017年7月策定）

「港湾・産業」
グローバルなサプライチェーンの中で

新たな価値を生み出す港
～神戸国際ロジスティクスパーク構想～

「にぎわい・都市」
ラグジュアリーな時・場・出会いで、

新たな価値を生み出すみなと
～世界を魅了するウォーターフロント構想～
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神戸港中期計画（2022年12月策定）【港湾・産業】

～グローバルサプライチェーンの中で、世界から選ばれ続ける総合物流港～
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神戸港中期計画（2022年12月策定）【にぎわい・都市】

～非日常の空間を提供し、国内外からの来訪者を魅了するみなと～



神戸港カーボンニュートラルポート(CNP)形成計画
（2023年2月策定）

六甲アイランド

ポートアイランド

：電力の供給

：水素の供給

：コンテナターミナル

凡 例

神戸空港

都心エリア

姫路港等から
輸入水素を二次輸送

提供：HySTRA

水素受入・輸送拠点

神戸空港の脱炭素化
（再エネ、水素、e-メタン、SAF等の活用）

電力供給拠点

水素CGS

対象船：内航船

R6春頃供用予定

陸電の導入

陸電の導入

ブルーカーボン

R5秋頃供用予定

対象船：練習船

CNP実証フィールド
（脱炭素化推進地区）水素供給拠点

「港湾」と「空港」
の連携

港湾ターミナル内

再エネ導入

上屋PV導入検討

荷役機械等の電化

荷役機械等のFC化 照明LED化、PV導入

ヤード内照明
太陽光発電

定置型燃料電池の導入
再エネ電力
への切替

陸電の導入

陸電

出入船舶・車両

ターミナル外（共通の取組みを含む）

RTG 構内トラック

出典：トヨタ自動車

国内グリーン
水素の輸送

モーダルシフトの推進
バンカリング拠点化

CONPAS等による効率化

トラック、船舶等の燃料転換

：水素等の取組

：電化等の取組

再エネ導入

屋上PV導入検討

陸電の導入（船側の対応）

省エネ等の徹底 再エネ電力の導入・切替

e-メタンの活用

水素ST整備、FC化の推進

ブルーカーボン活用

水素・アンモニア発電

CO２貯留建材の活用

製造プロセスの電化

：その他の取組

CO2

H2

CH4

都市ガス
導管

メタネーション

H2

NH3

CO2―
既存発電所の燃料転換

LNGバンカリング船
＜水素、燃料アンモニア等の検討＞ FCトラック 水素燃料船

＜水素、アンモニアの次世代燃料の活用＞

R5春頃運用予定

電気推進船の導入

提供：Almatech
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水素スマートシティ神戸構想の実現に向けた取り組み

ポートアイランド

神戸空港

水 素 エ ネ ル ギ ー 利 用 シ ス テ ム 開 発 実 証 事 業

水 素 サ プ ラ イ チ ェ ー ン 構 築 実 証 事 業

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル ポ ー ト の 形 成

水素スマートシティ神戸構想の主要事業
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水素スマートシティ神戸構想の実現に向けた取り組み

液化水素サプライチェーン構築実証事業

海外から液化水素を海上輸送し、荷揚・貯蔵する技術の開発実証。
2022年には豪州からの国際サプライチェーンを完遂。現在、商用大型船の開発に
むけた、データ取得を目的とする航行試験を実証中。

※ 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の助成事業
「液化水素輸送・荷役システムの国際標準化に向けたデータ取得」にて実施中

神戸空港島の液化水素荷役実証ターミナル「Hy touch神戸」

【実施主体】

※組合員(2024年３月末時点)
・岩谷産業株式会社
・川崎重工業株式会社
・シェルジャパン株式会社

【神戸市の支援内容】

① 事業フィールド支援
② 公共岸壁整備
③ 事業の普及啓発
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水素スマートシティ神戸構想の実現に向けた取り組み

水素エネルギー利用システム開発実証事業

水素燃料を使ったガスタービン発電によるエネルギー（電力・熱）供給に関する実証。
つくられた電力・熱は周辺の公共施設（市民病院や下水処理場など）へ供給。

※ 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の助成事業
「水素CGSの地域モデルにおける水素燃料供給システムの効率化・高度化に向けた技術開発」にて実施中

水素コージェネレーションシステム（CGS）

【実施主体】

【神戸市の支援内容】

① 事業フィールド支援
② エネルギー供給先との調整
③ 事業の普及啓発

提供：川崎重工業株式会社



三宮・ウォーターフロント再整備
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神戸ウォーターフロントビジョン（2022年12月策定）

① ②

③

④ ⑤

③神戸ポートミュージアム
（atoa）

④第1・第2突堤間マリーナ

①ポートタワーリニューアル
（2024年4月26日オープン）

②回遊性の向上

⑤第2突堤アリーナ
（2025年4月オープン予定）
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神戸ポートタワー・リニューアル

〇2024年4月26日リニューアルオープン

〇屋上デッキや屋外テラスを新設したほか、

耐震補強工事、ライトアップ照明のカラー

LED化

〇夜間営業時間を23時まで延長

屋上デッキからの風景

光のミュージアム

低層フロア

改修概要
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新港第２突堤再開発

Before

After

2025年４月開業予定

（収容客数：約10,000人）
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１・２突間の水域利用

AkelBrygge- Norway Oslo

【寺田倉庫「T-LOTUS M」（天王洲運河）】
https://www.terrada.co.jp/ja/service/event-
space/t-lotus-m/

【横浜市ブルーカーボンHPより】

＠2022 GOOGLE

Ogden Point Breakwater
- Canada

＠2022 GOOGLE

＠2022 GOOGLE

神戸アリーナ コンセプトムービー
https://www.youtube.com/watch?v=cqrlAmmYVGQ
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クルーズ事業

～神戸港の旅客ターミナル～

神戸港のクルーズポートとしての優位性

■円滑なCIQ（税関・入管・検疫）手続き

■ボーディングブリッジ

■市街地との近接性

■充実した広域交通網

（空港、新幹線、高速道路）

神戸ポートターミナル（22万トンまで着岸可能）中突堤旅客ターミナル（7.7万トンまで着岸可能）

神戸ポートターミナル

中突堤客船ターミナル
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瀬戸内クルーズ・フライ＆クルーズ

©郵船クルーズ

向島

東南アジア方面から航空機を利用 米国から航空機を利用



ご清聴ありがとうございました


